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カブトガニ
「生きている化石」
恐竜が地上を闊歩していた白亜紀から２億年間、ほとんど

形が変わらない生物

絶滅危惧種

日本では、1990年代には、環境庁、水産庁

世界では、2018年に絶滅危惧種に



近年

カブトガニの生息分布

瀬戸内海での生息
戦後には全体で観察ができた。
埋立などの開発が東から進み、現在では
西部に残るのみ。



カブトガニの生態
海洋生物というより、「河口の生物」

・河口の砂浜や砂州が産卵地
・その沖の泥干潟が幼生生息地
・若者まで育ってから、沖の海底へと移動
・夏の大潮に産卵のために海から河口に戻る



カブトガニの生息条件
流域全体の環境が良いこと



小規模開発の累積

Kyushu University?! (;>_<;)



河口環境と私たちの暮らしの関わり
河口の環境条件は、流入する川の水質に大きく左右される。

流入負荷（生活排水、工場排水、農業排水、市街地排水
等）が大きくなると、湾内の水が富栄養化するだけでなく、
泥干潟はヘドロ化する。

過剰な
栄養塩の流入

ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの増殖

生き物への影響

有機物の堆積・分解
（底質のヘドロ化・貧酸素化）

・有害物質の発生で生物
が住みにくくなる
・砂にも泥が入り込むと、
砂中の卵が腐る etc



カブトガニ
（産卵数・孵化率・成体数・個体大きさ・生育場所の数と面積・・・・）

私たちの暮らし（経済活動）
埋め立て・排出・漁業・・・・・

餌（水質等と関係か）場（干潟・砂浜）

私たちの暮ら
しはカブトガ
ニの生・生育
に大きく影響
（場の喪失、
排出負荷等）

一方で、カブト
ガニは私たちに
多くのものをも
たらしている！

場の喪失 排出負荷

場の保全・回復

相互に関連

下水道



カブトガニをテーマにした下水道の市民科学

「カブトガニが棲む干潟」の環境を調べる
★カブトガニの確認場所や年代、
沿岸の暮らしとの生き物の関わりの情報
★水質（栄養塩の濃度・透明度）の変化
★底質（粒度組成、間隙水の水質） 〃
★餌環境（底生生物の組成、個体数） 〃
★下水道との関係

自分たちに何ができるかを提案（里海の復活）
地域の水環境の記録・記憶を、後世に伝える

干潟環境と下水道との関わりに関心を持って頂く

目標



糸島加布里での干潟観察会



福岡市今津と糸島市加布里の
カブトガニ交流

公民館での
若手との交流

海岸での
討議



環境学習
海岸清掃
地域活動



連携体制

市役所
（下水道、教育、
博物館ほか）

目的：地域づくり

市民団体
（NPO、町内会

ほか）

学識者
（生態、歴史ほか）

科学的知識、
技術アドバイス

市民
目的：わくわく、
運動・健康づくり

協働で推進

呼びかけ 相談
調査に参加

学校
（小中高大学ほか）

目的：教育・総合学習・
理科・地理など
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